
大阪港・夢洲地区における期間リース型の低炭素工業・物流団地構想 
～電気・熱の相互融通インフラと共同物流システムによる低炭素かつ低コストな港湾地域の創出モデル～ 

「咲洲での実証実験結果を展開した地域エネルギー融通インフラ」と 
「効率的な共同物流インフラ」の整備により低炭素な工業・物流団地の整備する 

リース型の工業・物流団地とすることで中小企業の進出障壁の低減やビジネススピードの向上を図る 
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「企業にとって魅力ある工業・物流団地の整備」をすることで、夢洲地域への企業の進出促進を目指す 

地域全体でのエネルギー利用の最適化 
効率的な共同物流インフラ 

の整備 
進出コストの削減、スピーディな進出を実現する 

リース型での工業・物流団地整備 

ワンストップ物流インフラを構築し、ビジネスの
スピードアップと渋滞解消に貢献 

建物間で電気と熱を相互融通するエネルギー
インフラを構築し、低価格かつ低炭素を実現 

魅力的なインフラの整備された工業団地を期間リース型で提供
することで、 
 資金力の少ない中小企業にも最適なインフラを活用可能 
 市場ニーズの移り変わりが激しく、素早い製品品目の転換

や拡大が可能 

進出企業が共同で利用できる魅力的なインフラの整備 企業のニーズに合わせた進出形態の提供 

咲洲で実証が進む地域融通エネルギー 
システムの展開 
 電気と熱の双方向需給エネルギーネットワ
ークの整備 

 分散型エネルギーシステムの導入推進 
 共同溝と一体的に電力線、熱導管を整備 

ICTの活用による物流の効率化 
 ITの活用によるコンテナ搬出入の効率化
（トラック待機場整備） 

 共通利用可能な物流管理システム 
 集約センターを使った地域内共同輸配送 
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